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機　　械　　名 つり上げ荷重 能　　力 設置場所 その他の付属施設

揚力42.2トンタイヤマウント型
水 平 引 込 式 ク レ ー ン 42.2トン 200 ～ 360㎥ /h 2 号ふ頭地区

クラムシェル型バケット12㎥
H型エンジンバケット１０㎥
オレンジピール型バケット8㎥
伸縮式スプレッダ20ft～40ft

曳　船【　福　島　汽　船　㈱　】 3,600馬力×１隻　4,000馬力×２隻

名　　称 位　　置 灯　色 灯質周期
灯　高（m） 光達距離

（カイリ） 構　　迫 初点灯日
平均水面上 基礎上

相 馬 港
沖防波堤北灯台

N 37 °52' 3''
E140 °58'35'' 群閃緑光 毎 6秒に

2閃光 15.1 11.5 5.0 白 色 塔 形
（ 鉄 造 ）

平 成 7 年
3 月 20 日

相 馬 港
沖防波堤南灯台

N 37 °50'38''
E140 °58'24'' 単閃赤光 毎 4秒に

1閃光 14.7 10.6 5.0 赤 色 塔 型
（コンクリート造）

昭和 53 年
12月28日

相 馬 港
北防波堤灯台

N 37 °51'34''
E140 °58' 4'' 群閃赤光 毎 6秒に

2閃光 10.4 8.4 5.0 赤 色 塔 形
（コンクリート造）

平 成 8 年
12月10日

係留施設

荷役機械

その他の施設

航路標識（海上保安庁管理）

種　別 名　　称 面　積

上 屋

県 営 １ 号 上 屋 1,000㎡

県 営 ２ 号 上 屋 2,546.06㎡

県 営 ３ 号 上 屋 3,410.690㎡

荷さばき施設

種　別 名　　称 数　量

野積場

１ 号 ふ 頭 野 積 場 97,387㎡

２ 号 ふ 頭 野 積 場 101,166㎡

３ 号 ふ 頭 野 積 場 19,421㎡

倉 庫

㈱ フ ァ イ マ テ ッ ク 原 料 倉 庫 2,016㎡

㈱ 辰 巳 商 會 倉 庫 1,317㎡

相 馬港湾運送㈱仮設テント倉庫 640.69㎡

全 農 物 流 ㈱ 倉 庫 2,058.12㎡

相馬エネルギーパーク（合同）石炭湿灰倉庫 2,000㎡

相馬エネルギーパーク（合同）木質ペレット倉庫 7,500㎡

サイロ

太平洋セメント㈱１号セメントサイロ 4,000t

太平洋セメント㈱２号セメントサイロ 5,000t

相馬共同火力発電㈱石炭灰サイロ 5,000t

相馬共同火力発電㈱２号石炭灰サイロ 5,000t

保管施設

種　別 名　　称 面　積

泊 地

－ 3.0m泊地 23,300㎡

－ 4.0 ｍ泊地 37,800㎡

－ 5.0 ｍ泊地 11,000㎡

－ 5.5 ｍ泊地 58,400㎡

－ 7.5 ｍ泊地 291,700㎡

－ 10ｍ泊地 186,000㎡

－ 12ｍ泊地 234,058㎡

－ 14ｍ泊地 1,254,000㎡

水域施設

種　別 名　　称 延　長

防波堤

南 防 波 堤 1,581m

波 除 堤 （ 南 ） 65m

波 除 堤（ １ 号 ふ 頭 ） 100m

波 除 堤（ ２ 号 ふ 頭 ） 400m

波 除 堤（ ３ 号 ふ 頭 ） 100m

沖 防 波 堤 2,730m

北 防 波 堤 1,097m

外郭施設

種　別 名　　称 指定月日

港 湾 法 重 要 港 湾 昭和 49 年４月

港 則 法 特 定 港 平成 29 年 10 月

関 税 法 開 港 昭和 63 年６月

植物防疫法 輸 入 植 物 指 定 港 平成 11 年４月

港湾の種別

ふ　頭 バース 名　称 延　長 水　深 対象船型 エプロン幅 主要取扱品目

１ 号 ふ 頭
（ 公 共・8 バ ー ス ）

２ 号 ふ 頭
（公共・4 バース）

３ 号 ふ 頭

（公共・2 バース）

４ 号 ふ 頭
（専用・2 バース）

５ 号 ふ 頭
（公共・1 バース）

５ 号 ふ 頭
（専用・3 バース）

計

－ 物 揚 場 395m － 3.0m 小 型 船 5m －

1－1 2,000トン岸壁 90m － 5.5m 2,000D/W 15m 鉱産品

1－2 2,000トン岸壁 90m － 5.5m 2,000D/W 15m 鉱産品

1－3 5,000トン岸壁 130m － 7.5m 5,000D/W 20m
農水産品・
鉱産品・
金属機械工業品

1－4 5,000トン岸壁 130m － 7.5m 5,000D/W 20m 鉱産品・化学工業品

1－5 5,000トン岸壁 130m － 7.5m 5,000D/W 20m 鉱産品

1－6 2,000トン岸壁 90m － 5.5m 2,000D/W 15m 化学工業品

1－7 2,000トン岸壁 90m － 5.5m 2,000D/W 15m 鉱産品

1－8 2,000トン岸壁 90m － 5.5m 2,000D/W 15m 鉱産品・化学工業品

2－1 2,000トン岸壁 90m － 5.5m 2,000D/W 15m
鉱産品・
金属機械工業品・
軽工業品

2－2 5,000トン岸壁 130m － 7.5m 5,000D/W 20m
鉱産品・
金属機械工業品・
化学工業品

2－3 5,000トン岸壁 130m － 7.5m 5,000D/W 20m
鉱産品・
金属機械工業品・
化学工業品

2－4 30,000トン岸壁 240m 30,000D/W 20m 林産品・鉱産品・
化学工業品

－ 物 揚 場 550m － 4.0m 小 型 船 10m －

3－1 30,000トン岸壁
（耐震強化岸壁） 240m 30,000D/W 20m 林産品・鉱産品・

特殊品

3－4 10,000トン岸壁 170m 10,000D/W 20m 金属機器工業品

5－4 2,000トン岸壁 100m － 5.5m 2,000D/W 15m 鉱産品・化学工業品

揚 炭 桟 橋 560m 60,000D/W 鉱産品・化学工業品5－1
5－2

5－3 揚油ドルフィン 140m － 7.5m 5,000D/W 化学工業品

4,175m

LNGドルフィン 480m 143,000G/T 化学工業品JAPEX No1

LNGドルフィン 110m － 7.8m 5,700G/T 化学工業品JAPEX No2

ー１ー

港　湾　施　設港　湾　施　設

－ 12.0m

－ 12.0m

－ 10.0m

－ 14.0m

－ 14.0m

※コンテナ荷役可能



相馬港利用促進に向けた取組み相馬港利用促進に向けた取組み

港湾施設使用料・入港料港湾施設使用料・入港料
種　　　　　　別 単　　位 料　　金

港

　
　
　
　

湾

　
　
　
　

施

　
　
　
　

設

　
　
　
　

使

　
　
　
　

用

　
　
　
　

料

係 留 施 設
定 期 船 12時間まで

12時間超
12時間　　　1t
12時間　　　1t

2円
1円

定期船以外船舶 12時間まで
12時間超

12時間　　　1t
12時間　　　1t

4円
3円

屋上
30日以内
30日超
3月以上の専用

１日　　　1㎡
１日　　　1㎡
１月　　　1㎡

19円
38円
590円

野 積 場

舗 装 地
30日以内
30日超
3月以上の専用

１日　　10㎡
１日　　10㎡
１月　　10㎡

22円
44円
685円

未 舗 装 地
30日以内
30日超
3月以上の専用

１日　　10㎡
１日　　10㎡
１月　　10㎡

15円
30円
465円

荷 役 機 械 タイヤマウント型水平引込式クレーン 30分 6,000円

港 湾 施 設 用 地

電柱（支柱・支線柱・支線等含む）
管 類 の 埋 設
広 告 板（ 塔 ） の 設 置
事 務 所 の 設 置
倉庫・荷役機械・工作物の設置
そ の 他

１年　　　1本
１年　　　1㎡
１年　　　1㎡
１年　　　1㎡
１年　　　1㎡
１年　　　1㎡

1,500円
370円
740円
740円
370円
370円

船 舶 給 水 10㎥まで
10㎥超

10㎥
1㎥

6,250円
625円

プ レ ジ ャ ー ボ ー ト 用
指 定 泊 地

動力船　　　艇長　　　　～７ｍ
７～14ｍ
14ｍ～

１月
１月
１月

2,400円
3,300円
5,600円

無 動 力 船 １月 1,200円

入　　　　港　　　　料
（７００ｔ以上の船舶）

外 航 船 舶
内 航 船 舶

入港１回　　　　1t
入港１回　　　　1t

2円
1円

（注）請求額は、上記により算出した額に消費税10％を加算した額となります（１月以上の港湾施設用地使用料、
外航船舶に係る係留施設使用料及び入港料を除く）。

ー２ー

　物流や交流人口の拡大、地域振興に向けた取組みをご紹介します。

クルーズ船誘致
ー 相馬港クルーズ振興協議会 ー

相馬港海上コンテナ輸送
利用促進助成事業

◎助成金額
　海運事業者　相馬港１寄港あたり　　50万円
　荷主（※）　　実入りコンテナ　　　　１ＴＥＵ当たり２.５万円
　　　　　　　空コンテナ調達・返却　１ＴＥＵ当たり１.５万円

　　※輸送経費を負担した企業
　　　 

①令和２（2020）年４月コンテナトライアル
②令和４（2022）年７月クルーズ船「にっぽん丸」寄港

❶

❷　助成金額は令和３（2021）年度の例です。当該年度の事業
は、通常総会での議決を経て開始されるため、助成金額は変更
になる場合があります。

　福島県相馬港利用促進協議会では、不定期航路となっている相馬
港コンテナ航路の利用促進を図るため、相馬港を利用して海上コン
テナ輸送を行う荷主及び海運事業者に対する輸送費用の一部助成を
行っています。

　令和２（2020）年２月に「相馬港クルーズ振興協議会」を設立しま
した。本協議会では、東北中央自動車道（相馬福島道路）の沿線自治
体や商工・観光に携わる２１の関係機関を構成員とし、相馬港における
クルーズ船の寄港による地域振興・観光振興に取り組んでいます。令
和４（2022）年７月には相馬港発着のツアーが実施されました。



１号ふ頭
２号ふ頭 ３号ふ頭

４号ふ頭

５号ふ頭
【鋼材】㈱アイ・テック

【セメント】太平洋セメント㈱

【電力】相馬共同火力発電㈱

【LNG】石油資源開発㈱

【電力】福島ガス発電㈱

㈱レゾナック

【電力】相馬エネルギーパーク合同会社

全農物流㈱

概　要
　相馬港は、福島県浜通り北部の相馬市及び新地町に位置し、相双地方はもとより、県都福島市を中心とする県北地方、さらには宮城・山形両県南部を包
含し広域経済の海の玄関口として、また、背後企業の物流拠点港として重要な役割を担っています。昭和４９（１９７４）年に重要港湾となった相馬港は、
昭和５６（１９８１）年に全国初のエネルギー港湾の指定を受け、隣接する火力発電所へ石炭を大量かつ安定的に供給することが可能なエネルギー基地と
しての役割を担っています。また、近年では液化天然ガスを東北地方へ効率的に輸送供給する基地にもなっています。
　令和３（２０２１）年と令和４（２０２２）年に起きた福島県沖を震源とする地震により甚大な被害を受け、復興への取り組みを進めています。一方、令和
４（２０２２）年７月にはクルーズ船「にっぽん丸」が寄港するなど、物流拠点のみならず、人々の交流拠点としての役割も担う港として取り組んでいます。

歴　史
年　　月 記　　　　　　事

北湊又は原釜港と称され、藩租米、塩の積出港として交易が盛んに行われていた。　 江戸（嘉永･安政）
昭和 35（1960）年 1月
昭和 45（1970）年 4月
昭和 49（1974）年 4月
昭和 56（1981）年 4月
昭和 57（1982）年 7月
昭和 62（1987）年 7月
昭和 63（1988）年 6月
平成 5（1993）年 3月
平成 11（1999）年 4月
平成 21（2009）年 4月
平成 23（2011）年 3月
平成 23（2011）年 4月
平成 23（2011）年 12月
平成 25（2013）年 1月
　
平成 28（2016）年 6月
平成 29（2017）年 10月
平成 30（2018）年 3月
令和 2（2020）年 2月
令和 2（2020）年 4月
令和 3（2021）年 2月
令和 4（2022）年 3月
令和 4（2022）年７月

地方港湾の指定を受け、「相馬港」と命名され、福島県が管理者となる。
福島県港湾建設事務所開設。
重要港湾に指定。
エネルギー港湾として整備決定。
エネルギー港湾建設起工式行われる。
港則法の適用港となる。
関税法による開港指定。
エネルギー港湾完成。
植物防疫法の輸入植物指定港になる。
内航フィーダーコンテナ定期航路開設。
東北地方太平洋沖地震発生、港湾施設及び事務所壊滅。
商用船舶が震災後初入港。
内航コンテナ航路再開。
被災した大型荷役機械を新設。
被災した公共岸壁 1バースの復旧工事完了。
震災後初のクルーズ船（にっぽん丸）寄港
港則法の特定港となる。
沖防波堤災害復旧事業完了。
相馬港クルーズ振興協議会設立。
コンテナトライアル実施。
福島県沖地震発生、港湾施設被災。
福島県沖地震発生、港湾施設被災。
クルーズ船（にっぽん丸）寄港。

１号ふ頭利用状況

主要取扱品目

２号ふ頭利用状況

主要取扱品目

３号ふ頭利用状況

主要取扱品目

上屋利用状況

主要取扱品目

鋼 材

非 金 属 鉱 物

セ メ ン ト

石 炭

非 金 属 鉱 物

コ ン テ ナ 貨 物

木 質 ペ レ ッ ト

部 材

石 膏

線 材

　 米 　

相馬港の概要相馬港の概要

ー３ー ー４ー



１号ふ頭
２号ふ頭 ３号ふ頭

４号ふ頭

５号ふ頭
【鋼材】㈱アイ・テック

【セメント】太平洋セメント㈱

【電力】相馬共同火力発電㈱

【LNG】石油資源開発㈱

【電力】福島ガス発電㈱

㈱レゾナック

【電力】相馬エネルギーパーク合同会社

全農物流㈱

概　要
　相馬港は、福島県浜通り北部の相馬市及び新地町に位置し、相双地方はもとより、県都福島市を中心とする県北地方、さらには宮城・山形両県南部を包
含し広域経済の海の玄関口として、また、背後企業の物流拠点港として重要な役割を担っています。昭和４９（１９７４）年に重要港湾となった相馬港は、
昭和５６（１９８１）年に全国初のエネルギー港湾の指定を受け、隣接する火力発電所へ石炭を大量かつ安定的に供給することが可能なエネルギー基地と
しての役割を担っています。また、近年では液化天然ガスを東北地方へ効率的に輸送供給する基地にもなっています。
　令和３（２０２１）年と令和４（２０２２）年に起きた福島県沖を震源とする地震により甚大な被害を受け、復興への取り組みを進めています。一方、令和
４（２０２２）年７月にはクルーズ船「にっぽん丸」が寄港するなど、物流拠点のみならず、人々の交流拠点としての役割も担う港として取り組んでいます。

歴　史
年　　月 記　　　　　　事

北湊又は原釜港と称され、藩租米、塩の積出港として交易が盛んに行われていた。　 江戸（嘉永･安政）
昭和 35（1960）年 1月
昭和 45（1970）年 4月
昭和 49（1974）年 4月
昭和 56（1981）年 4月
昭和 57（1982）年 7月
昭和 62（1987）年 7月
昭和 63（1988）年 6月
平成 5（1993）年 3月
平成 11（1999）年 4月
平成 21（2009）年 4月
平成 23（2011）年 3月
平成 23（2011）年 4月
平成 23（2011）年 12月
平成 25（2013）年 1月
　
平成 28（2016）年 6月
平成 29（2017）年 10月
平成 30（2018）年 3月
令和 2（2020）年 2月
令和 2（2020）年 4月
令和 3（2021）年 2月
令和 4（2022）年 3月
令和 4（2022）年７月

地方港湾の指定を受け、「相馬港」と命名され、福島県が管理者となる。
福島県港湾建設事務所開設。
重要港湾に指定。
エネルギー港湾として整備決定。
エネルギー港湾建設起工式行われる。
港則法の適用港となる。
関税法による開港指定。
エネルギー港湾完成。
植物防疫法の輸入植物指定港になる。
内航フィーダーコンテナ定期航路開設。
東北地方太平洋沖地震発生、港湾施設及び事務所壊滅。
商用船舶が震災後初入港。
内航コンテナ航路再開。
被災した大型荷役機械を新設。
被災した公共岸壁 1バースの復旧工事完了。
震災後初のクルーズ船（にっぽん丸）寄港
港則法の特定港となる。
沖防波堤災害復旧事業完了。
相馬港クルーズ振興協議会設立。
コンテナトライアル実施。
福島県沖地震発生、港湾施設被災。
福島県沖地震発生、港湾施設被災。
クルーズ船（にっぽん丸）寄港。

１号ふ頭利用状況

主要取扱品目

２号ふ頭利用状況

主要取扱品目

３号ふ頭利用状況

主要取扱品目

上屋利用状況

主要取扱品目

鋼 材

非 金 属 鉱 物

セ メ ン ト

石 炭

非 金 属 鉱 物

コ ン テ ナ 貨 物

木 質 ペ レ ッ ト

部 材

石 膏

線 材

　 米 　

相馬港の概要相馬港の概要
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１．輸移出入構成

【全　体】

ー５ー

令和7年
取扱総量
7,467,372t

輸入 6,033,574t 
（80.8％）

移入901,717t（12.1％）

輸出5,250t（0.1％）
移出526,831t（7.1％）

輸　出
5,250t

鉄スクラップ
5,250t（100％） 

輸　入
6,033,574t

液化天然ガス
（専用ふ頭）
1,256,654t（20.8％）

その他155,763t
（2.6％）

石炭（専用ふ頭）

石炭（公共ふ頭）
387,563t（6.4％）

4,233,594t（70.2％）

２．取扱貨物量の推移と入港船舶数

【輸　出】 【輸　入】

移　出
526,831t

石炭灰
122,786t
（23.3％） 

石膏
80,631t（15.3％） 

湿灰
91,517t（17.4％） 

石材24,769t（4.7％）

その他
34,136t（6.5％） 

移　入
901,717t

スラグ 61,540t（6.8％）

その他 49,942t
（5.5％）

廃土砂

石灰石 33,725t（3.7％）
セメント 46,521t（5.2％）

線材 16,887t（1.9％）

鋼材 15,792t（1.8％）
石炭 16,734t（1.9％）

660,576t
（73.3％）

石炭（公共ふ頭）
172,992t（32.8％）

【移　出】 【移　入】

平成22年
5,428,762
931

平成23年
218,659
131

平成24年
5,540,764
636

平成25年
5,938,752
956

平成26年
5,234,671
1,069

平成27年
6,346,162 
1,206

平成28年
5,507,823
1,092

平成29年
6,508,250
1,043

平成30年
6,976,634
1,101

令和５年
6,754,847
942

令和６年
7,143,114
1,207

令和7年
7,467,372
1,222

令和３年
5,163,333
1,090

令和４年
4,450,251
937

令和２年
7,420,246
1,130

令和元年
7,637,128
1,285

取扱貨物量
入港船舶数

800

（万トン）

（隻）
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1,300

1,200

1,100

1,000

900
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400

150

0
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東日本大震災発生
取扱貨物量：218,659トン

入港数：131隻

過去最高取扱貨物量
7,637,128 トン

R3福島県沖地震発生
取扱貨物量：5,163,333トン

入港数：1,090隻

R4福島県沖地震発生
取扱貨物量：4,450,251トン

入港数：937隻

相馬港の港勢相馬港の港勢



令和３（２０２1）年４月に東北中央自動車道（相馬福島道路）が全線開通しました。県北地方や山形県南部
（米沢市等）へのアクセスが向上したことで物流の活性化による相馬港への貨物の集積が期待されます。

伊達桑折ＩＣ

伊達中央ＩＣ

桑折JCT

相馬港

霊山ＩＣ

霊山飯舘ＩＣ

相馬
玉野
ＩＣ

相馬山上ＩＣ

福島大笹生ＩＣ

米沢八幡原ＩＣ

米沢中央ＩＣ

米沢北ＩＣ

（通行料無料）

東北中央自動車道（福島ＪＣＴ～米沢北ＩＣ）
Ｌ＝３７．０ｋｍ

山元南SIC

（通行料無料）

東北中央自動車道・相馬福島道路（相馬ＩＣ～桑折ＪＣＴ）
Ｌ＝４５．７ｋｍ

ー６ー

東北中央自動車道（相馬福島道路）東北中央自動車道（相馬福島道路）

相馬港近年の動向相馬港近年の動向
公式YouTubeチャンネルを開設しました！
　相馬港湾建設事務所では、相馬港や漁港（釣師浜・松川浦・真野川・請戸・富
岡）の様子、港を支える日々の取組みについて、公式YouTubeチャンネルで発
信しています。
 相馬地域の海の魅力や、港湾での作業風景、地域の活動などを通して、相馬の
海辺が持つ魅力と躍動をリアルに感じられます。 

　新地町海釣り公園は、初心者や家族でも安心。季節ごとの
多彩な魚を気軽に楽しめる釣りスポットです。その他にも相
馬港周辺には釣り可能区域があります。

2026/3/16公開【タイムラプス】
相馬港の海底に土砂が溜まったら？グラブ浚渫船出動！

釣り場利用のルール
・救命胴衣（ライフジャケット）を着用して下さい。

・気象情報などは各自で情報収集して下さい。

・津波注意報、気象警報（特別警報）が発表中は利用禁止です。

・施設を汚したり、壊したりしないで下さい。
・ゴミ類は持ち帰って下さい。

・火気使用禁止です。

・船舶の航行を阻害しないように利用して下さい。

ルールを守って
安全に釣りを
楽しんでね。

公式YouTube
チャンネルは
こちらから

相馬港南防波堤

尾浜地区側航路護岸

鵜ノ尾岬地区側航路護岸

：釣り可能区域
：釣り禁止区域
：立入規制区域

松川防災集合所

高平公園

（緊急避難場所）

（緊急避難場所）

（緊急避難場所）

相馬港・松川浦漁港周辺釣りマップ

相馬港釣り桟橋

５号ふ頭
Wharf No.5 

２号ふ頭
Wharf No.2 

１号ふ頭
Wharf No.1 

松川浦漁港
原釡地区

松川浦漁港
鵜ノ尾岬地区

浜の駅松川浦

新地町海釣り公園の利用に
ついては公式サイト等をご
確認ください

新地町海釣り公園

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

原釡防災集合所

相馬港湾建設
事務所

※相馬港周辺の釣りエリアをまとめました！



相馬港関連事業所相馬港関連事業所

連絡先　相馬港の 【整備】 【管理】 【地域振興】 に関すること　連絡先　相馬港の 【整備】 【管理】 【地域振興】 に関すること　

名　　　　　　称 所　　　在　　　地 電　話　番　号

Ｑ
Ｉ
Ｃ

横浜税関小名浜税関支署相馬出張所 〒976－0022　相馬市尾浜字札ノ沢 10－1 （０２４４）３８－６１３０

仙 台 入 国 管 理 局 郡 山 出 張 所 〒963－8035　郡山市希望ヶ丘 31－26 （０２４）９６２－７２２１

仙 台 検 疫 所 福 島 空 港 出 張 所 〒963－6304　石川郡玉川村大字北須釜字鎺田 21 （０２４７）５７－１２３３

横 浜 植 物 防 疫 所 塩 釜 支 所 〒985－0011　塩釜市貞山通 3－4－1 （０２２）３６２－６９１６

第二管区海上保安本部福島海上保安部 〒971－8101　いわき市小名浜字辰巳町 66 （０２４６）５３－７１１１

相 馬 警 察 署 〒976－0037　相馬市中野字寺前 203－1 （０２４４）３６－３１９１

相 馬 地 方 広 域 消 防 相 馬 消 防 署 〒976－0037　相馬市中野字堂ノ前 371－1 （０２４４）３６－２１８１

名　　　　　　称 所　　　在　　　地 連　　　絡　　　先 備　　　　　　考
福 島 県 相 馬 港 湾 建 設 事 務 所

〒 976－0021
相馬市原釜字大津 183
FAX：（０２４４）３８－８２００

総 務 課 TEL：（０２４４）２６－８７６８ 契約・経理

総務課　港営・用地担当 TEL：（０２４４）２６－７２１４ 相馬港入港関係・ポートセールス
港湾・漁港・海岸施設の使用許可

企 画 管 理 課 TEL：（０２４４）２６－８８１２ 維持管理、計画策定

建 設 課 TEL：（０２４４）２６－７１５６ 相馬港、管内漁港の整備

福 島 県 土 木 部 港 湾 課
〒 960－8670
福島市杉妻町 2－16

TEL：（０２４）５２１－７４９７
福島県全体の港に関すること

FAX：（０２４）５２１－７７１６

国 土 交 通 省 東 北 地 方 整 備 局
小 名 浜 港 湾 事 務 所

〒 971－8101
 いわき市小名浜字栄町 65

TEL：（０２４６）５３－７１００

整備・地域振興
FAX：（０２４６）５３－２９３９

相 馬 港 出 張 所
〒 976－0042
相馬市中村字塚ノ町 65－16
振興ビル 606

TEL：（０２４４）３７－８５１１

FAX：（０２４４）３５－６７２２

福島県相馬港利用促進協議会
（事務局：相馬市産業部商工観光課）

〒 976－8601
相馬市中村字北町 63－3

TEL：（０２４４）３７－２１３４
地域振興

FAX：（０２４４）３７－２２５１

名　　　　　　称 所　　　在　　　地 電　話　番　号 通関業者

日 本 通 運 株 式 会 社 相 馬 事 業 所 〒979－2611　相馬郡新地町駒ヶ嶺字今神 129 （０２４４）２６－５５９１ ◎

相 馬 港 湾 運 送 株 式 会 社 〒976－0021　相馬市原釜字北谷地 295 （０２４４）２６－５２０２ ◎

相 模 運 輸 倉 庫 株 式 会 社 〒976－0021　相馬市原釜字大津 271 （０２４４）２６－９６０６ ◎

株 式 会 社 辰 巳 商 會 相 馬 営 業 所 〒976－0021　相馬市原釜字大津 271 （０２４４）３８－６６８８

龍 北 運 輸 株 式 会 社 〒976－0021　相馬市原釜字大津 271 （０２４４）３８－８３８６

太 平 洋 セ メ ン ト 株 式 会 社　 相 馬 サ ー ビ ス ス テ ー シ ョ ン 〒976－0021　相馬市原釜字大津 271 （０２４４）３８－８３８６

新 地 発 電 産 業 株 式 会 社 〒979－2611　相馬郡新地町駒ヶ嶺字今神 1－1 （０２４４）６２－５０５１

小 名 浜 水 先 区 水 先 人 会 〒971－8101　いわき市小名浜字辰巳町 18－1 （０２４６）５４－６６５３

福 島 汽 船 株 式 会 社 〒971－8101　いわき市小名浜字渚 254 （０２４６）５３－５８３６

日 本 貨 物 検 数 協 会 相 馬 事 務 所 〒976－0042　相馬市中村字田町 2　さくらビル 1F （０２４４）２６－９６８６

便覧の電子データについては、相馬港湾建設事務所HPの「基本情報」に記載されています。

ー７ー

相馬港湾建設事務所

相馬港関係機関相馬港関係機関


